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年の瀬を迎えて 

校 長  芹澤 敏光 

年の瀬を迎え今年も残すところあとわずかとなりました。夏季休業日が大きく短縮された

後での 2 学期のスタートでしたが過ぎてみるとあっという間の４か月、また令和２年の１

年間だった気がします。 

今年がスタートした時には世の中全体がここまでの状況になるということは誰もが想像

していなかったと思います。そのような中でも地道に教育活動を進め、無事に 1 年を終え

ることができるのも、保護者や地域の皆様の我慢、ご支援、ご協力があればこそのことです。

ありがとうございました。改めて感謝申し上げます。そして生徒たちも毎日元気に笑顔を絶

やさずに学校生活を送り、かつてない困難な状況の中を本当によく頑張っていたと思います。

私たち教職員も生徒たちからたくさんのエネルギーをもらいました。 

さて、３年生にとってはこれからいよいよ進路選択の正念場を迎えることになりますが、

今月の三者面談期間中に２０名弱の生徒と面接練習を行いました。進路について一人一人が

真剣に考えて努力している様子がよく伝わってきました。その際に質問の一つとして必ず、

「府中第十中学校はどのような中学校ですか」と聞くようにしていました。その回答として

「みんなが元気に挨拶をしている学校」「挨拶の声が響いている学校」という内容をほとん

どの生徒があげていました。実際毎朝代表の生徒が正門で、元気に大きな声であいさつ運動

を行ってくれており、登校して来る生徒もそれにあいさつで応えている光景が見られます。

日中も校舎内で先生方へあいさつや会釈を自然にしている姿をよく目にします。本校の「明

るいあいさつ、きれいな学校、時間を守る」という合言葉が、生徒の中に意識の上でも行動

面でもよく浸透していることの表われだと思います。元気な挨拶を交わしながら一日のスタ

ートが切れるのはとても気持ちのいいものです。一日前向きな気持ちで過ごせる気がします。

コロナ禍の学校生活がいつまで続くのか見通せない状況ですが、今後もさわやかな気持ちで

一日をスタートさせたいものです。 

この年末・年始もやはり社会全体で特別なものとなりそうです。しかし３年生にとっては

例年の受験生と大きく変わらないのかもしれません。年末・年始を楽しむ新しい工夫をする

余裕はもちながら、充実した日々を過ごしてください。最後に信じることができるのはこれ

までの努力、積み重ねに裏付けられた自分自身しかありません。最後の踏ん張りを期待して

います。保護者、地域の皆様には今年１年本校の教育活動を温かく見守っていただき誠にあ

りがとうございました。皆様どうぞよいお年をお迎えください。 

 

 

 

 

府中市立府中第十中学校  

    学校だより  No.９   

令和２年１２月２５日 新しい朝 
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■□ 作品展示会 ■□ 

１２月３日（木）から 12 月９日（水）まで、作品展示会を開催しました。様々な工夫を凝らし

た個性的な作品が展示されました。 

 
≪1 年≫ 
 

 

  

 

＜毛筆書写＞       ＜地域調べ新聞＞        ＜絵文字＞   

≪2 年≫ 

 

 

 

 

 

〈毛筆書写〉         

 

 

 

 

 

〈ティッシュ Box カバ-〉                      〈鯉のぼり・ポスター〉       

 

 

 

 

 

 

 

〈職業調べ〉 

 

≪3 年≫ 
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１２月 5 日(土)の保護者会の日は, とても

寒い朝でしたが, 生徒たちは朝早くから集ま

り, 野菜の袋詰めや設営などを頑張りまし

た。野菜の配置や値段ポップの掲示等も自分

たちで考えて行いました。テーブルいっぱい

に並べられた野菜はすべて完売！保護者の

方々もご協力ありがとうございました。  

12月4日(金)の放課後, 大根, にんじん, ブ

ロッコリーを収穫に行きました。2 年生が率先

して働き, １年生も楽しく取り組んでいまし

た。大根は 30 本以上取れ, にんじんもかごい

っぱいになるほどとることができました。 

〈俳句〉       〈鍋敷き〉               〈絵本〉         

 

 

 

 

 

〈修学旅行事前学習〉              〈修学旅行スケッチブック〉   

                                                                  

≪保健委員会≫      ≪アート部≫ 

 

 

 

 

 

〈透視図〉                                                                

 

<アンケート> 

保護者の方々からの感想を紹介します。ご鑑賞いただき、ありがとうございました。 

・自由な発想が素晴らしいです。楽しみました。コロナでなかなか子供たちの学校生活が知

る機会がない中でこのような場を作ってくださり感謝します。 

・日頃の活動を見ることができました。 

・地域調べはデザインだけでなく内容が面白いと思いました。 

・笑顔になる作品がたくさんありました。 

 

 

■□ 地域貢献プロジェクト ■□ 十中朝市が開催されました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月9日(水)の放課後に, 地域の方から

いただいた葉牡丹の定植を, 2年生の地域貢

献プロジェクト委員の生徒たちが行いまし

た。十中の校門を入って右側にあるプラン

ターに植えましたので, ぜひご覧くださ

い。 
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■□ 第７５回 生徒会リーダー研修 ■□ 

 11 月 28 日（土）生徒会リーダー研修会が開催されました。3 名の生徒会役員が参加

をし、「これからの時代のリーダーシップ」について話し合いました。 

【２－１  山田 拓仁さん】 

 今回のリーダー研修会は、従来とは違う形での開催となりました

が、これからの時代のリーダー像を協力して考えることができまし

た。話し合いの中で、目指すリーダー像は様々な状況下でも周りを率

いていける人となり、目標達成には臨機応変に行動することが大切

だという意見が多く出ました。また、各学校のこの時代に合った新入

生説明会の行い方も共有しあい、説明会成功のためのアイデアを集

められました。今回の研修会で学んだことをこれからの生徒会活動に生かしたいと思いました。 

【１－１  久保寺 寿美さん】 

私は、リーダー研修に参加して「これからの時代におけるリー

ダーシップ」を学びました。初対面の人と話すことは、とても緊

張しましたが、十中の代表として参加する「責任感」、話しやすい

雰囲気に背中を押され、自分の意見を言うことができました。ま

た、個性豊かな各校の生徒会メンバーに囲まれ、いろいろな意見

を知ることができました。この経験を、これからの学校生活に生

かしていきたいです。そして、リーダー研修会で学んだ「責任感」「フレンドリーさ」「適応力」を身

につけたいです。 

【１－２  北原 心琉さん】 

  私は、今回のリーダー研修会に参加して、これからの時代におけ

るリーダーシップとは「物事を広い視野から見られて、人間関係に積

極的な人」だと学びました。具体的には、周りの人の意見を聞くなど

です。私は、班での話し合いの雰囲気に慣れるまで、積極的に意見が

言えませんでした。そのため、「人間関係に積極的」という部分が必

要だと感じました。今回の貴重な経験は、十中を今よりもより良くす

るために少しでも生かしていけたらなと思います。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈学校閉庁日について〉 

12 月 26（土）・27 日（日）、１２月２９日（火）～１月５日（火）の期間は

教職員が不在となります。全日、留守番電話応答メッセージになります。また、

冬季休業中の平日（12 月 28 日）は８：３０～１６：３０の間でお問い合わせく

ださい。ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いいたします。  

 なお、事故の発生、生徒の身体生命にかかわるような緊急連絡 については              

府中市役所  ０４２－３６４－４１１１にご連絡をお願いいたします。  
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